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第２６回　全日本高等学校書道コンクールの開催について
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全日本書道教育振興協会

会　　長　　古　井　純　士

　昨年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、予定していた第26回全日本高等学校書
道コンクールの開催を断念いたしました。高等学校で書道に励む多くの生徒の皆さん、そしてそれ
を熱心に指導されてきた先生方に大変なご迷惑をおかけいたしましたこと、改めてお詫び申し上げ
ます。
　今年度、本協会では昨年度開催を見合わせ延期とした第26回全日本高等学校書道コンクールを開
催いたします。新型コロナウイルス感染症の感染状況に対応しながらの開催となりますが、でき得
る限りこれまでのコンクール運営、審査方針を踏襲した形での開催となるよう努力をしていく所存
です。
　一昨年度、開催いたしました第25回全日本高等学校書道コンクールは、45都道府県366校の高等学
校より、16,570点の作品を出品していただくことができました。心より御礼申し上げます。本年度も、
全国から多くの高校生の参加をお願いいたします。
　本コンクールは、多様化した高等学校の書道の授業や部活動に対応すべく、あらゆる書体・書風・
様式及び学習方法に応じ、それらの活動がそれぞれに積極的に発展することを願いながら教育現場
のさまざまな実態に即応できる出品方法及び褒賞形式によって実施してまいります。また、作品の
審査につきましては、各校での指導のあり方を重視しながら厳正、慎重な審査方法を駆使して、公正
で真に実力・内容のある作品が上位に選出されるように配慮しました。平常の授業の作品、部活動
や文化祭の作品、休業中の宿題等多数ご出品いただきますよう、お願い申し上げます。
　なお、本コンクールの余剰金は、書道教育振興のための資金とさせていただきます。
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